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この会の名務は 「代日。九操の含」とします。

この会は、日本国憲法第九条を守駒 すため、「ブUttD:剖 のアピー

ルに費同じ、これを代日に関わる人々に広めることを、目的とし

ます。

限成出や「平和」についての学督会やお演会、貿 ヒ行事なtlt

開催し、広く争加を呼びかけ、貫同者を広めます。

類 せ田谷などの九保の会や意法を守る統 行う団体と、

対等平等の立場で鶴胸してヨ駒庵すすめていきます.

会員は この会の目的に賞同じ入会金を納じます。σ嶋&500円 )

会の雌 入転 暮金、お 集会どとの●ほ 及び事韓収スに

よつてまかないます。

この会の運営のため、「世密人会」を捜けます。

世雷大会の中に、ほ 念計、駄 事務日を破けます.

世宙人会は、会の活動の計画をたて、呼びかけAttB醸 歯力しな

がら活動をすすめます。事務局は、ニュースの発行・含員への連

掲愁 日常的に会の活動店支えます。

この会はセ008年 ■月3日発足とします.



代口 ,九 係の会 (観め へのご参加 ・こ受同つしヽて

1.代 田 ・九条の含 (仮称)に つして 、いずれかの書目にOglを つけて下さい。

1)「代田 ・九条の会」に3DBし 、出来る輌囲で協力します。

2)呼 どなけの趣目に賞同じます。

3)そ の他の意見です。(                    )

2.下 観について差し支えのない範囲で、ど配入下さい。

3 代 田に33tまいの友人・知人の方で、会にご号加又は含の自目にごコ同いただけ
る万ガいらっしゃしヽましたら、推蔵しcドとい.

氏 電 は リカω 確 6Sリカ磁ゆ 住 所 韓

4.「 日本国憲法九条Jへ の思いを、ぜむ配して下さい。

代日 ・九象の食ニユースの発行を予定していますが、その際の掲想につして仰旧

いします.

(ニユースなどへの指8ほ  可  否 、 イ ニシャルであれば可 否 、 OEaを )
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